


本日の報告内容 

1. 施設整備の状況および平成25年度までの 

調査研究の進捗状況 

2. 前回委員会でのコメント対応状況 

3. 研究開発の現状 
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2. 前回委員会でのコメント対応状況 
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湧水抑制対策 
 湧水対策（H25.2.17～） 
 ＜湧水量を7m3/h程度に安定させる対策＞ 
  S1グラウト（※）／カバーコンクリート打設 
  ※有識者会議による以下の議論を反映 
     注入を広範囲に実施（孔数を増やす） 
     より高圧で注入し、注入効果を高める 

以後の対応 
プレグラウト段階から以下の対応を実施。 
・グラウト改良幅を厚くするとともに、できるだけ多くの範囲をグラウトする。 
・グラウトは可能な限り高圧注入して注入材を広範囲に浸透させる。 
・掘削後は速やかに支保して、可能な限り地山の緩みを抑える。 
・内空変位の計測をこまめに行い、変状がある場合には早急に対策を実施する。 
・断層が切羽に確認される場合は断層位置の１次吹付を通常より厚めに吹き付ける。 
・水みちとなる可能性があるロックボルトを部分的に控除するとともに鋼管膨脹型ロックボルトを使用する。 

原因 
S1断層に坑道が到達して大気圧に解放された際、 
S1断層と連結している F１断層等からの地下水や 
ガスの圧力によって、S1断層に充てんされていた 
軟質な火山灰や粘土が坑道内に押し出されたこと 
により、S1断層が水みちとなって坑道内への湧水
の増加を招いたと推定 

前回委員会での主なコメントと対応状況(2) 

湧水増加地点（周回坑道（東））湧水抑制グラウト 
（平成25年2月28日） 



 

 

 

3. 研究開発の現状 
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